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真
顔
で
話
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
地
方
教
会
の
現
実

の
中
で
、特
に
若
い
牧
師
た
ち
は
、

伝
道
・
牧
会
に
行
き
詰
ま
り
、
孤

立
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
訴
え
ら

れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
あ
る
程
度
予

想
し
て
い
た
が
、
実
際
の
地
方
教

会
の
現
実
に
触
れ
て
想
像
以
上
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
伺
わ

れ
た
。

こ
の
秋
、
久
し
ぶ
り
に
地
方
教

区
の
教
師
研
修
会
に
招
か
れ
た
。

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
そ
れ
こ
そ

応
接
の
暇
が
な
い
ほ
ど
、
各
教
区

に
出
か
け
て
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
教
会
の
様
子
や
牧
師
た

ち
の
働
き
に
接
し
て
き
た
が
、
最

近
で
は
当
方
の
年
齢
の
こ
と
も
あ

り
、
滅
多
に
そ
う
い
う
こ
と
は
な

く
な
っ
た
。

先
ず
驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
牧

師
の
世
代
交
代
が
予
想
以
上
に
進

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
顔
見
知
り
の
懐
か
し
い
友
人
た

ち
も
い
る
が
、
多
く
は
20
歳
代
か

ら
30
歳
代
の
牧
師
た
ち
に
様
変
わ

り
し
て
い
た
。
そ
の
若
い
牧
師
た

ち
を
囲
む
地
域
の
教
会
の
様
子
が

ま
た
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
信

徒
の
高
齢
化
に
よ
り
、
小
規
模
教

会
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
専
従

牧
師
が
い
な
い
教
会
が
増
え
て
い

る
の
だ
。
研
修
会
が
行
わ
れ
た
地

区
で
も
、
６
つ
の
教
会
・
伝
道
所

の
内
、
三
人
の
専
従
牧
師
し
か
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
の
牧

師
が
い
く
つ
も
の
教
会
・
伝
道
所

を
代
務
者
と
し
て
兼
牧
し
て
い

る
。
既
に
こ
の
教
区
で
は
、
い
く

つ
か
の
教
会
の
廃
止
・
統
合
が
行

わ
れ
て
お
り
、
10
年
後
に
は
維
持

で
き
る
教
会
・
伝
道
所
の
数
は
三

分
の
二
に
減
る
の
で
は
な
い
か
と

て
し
ま
い
ま
し
た
。
受
洗
者
も
何

人
か
い
た
の
で
す
が
、
多
く
は
高

校
生
で
、
卒
業
す
る
と
都
会
に

行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
若

い
有
力
な
牧
師
に
交
替
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
迷
っ
て
い
ま
す
」
と

口
々
に
言
う
の
だ
。

講
師
と
し
て
招
か
れ
た
と
は
言

え
、
こ
ち
ら
に
確
か
な
答
が
あ
ろ

う
は
ず
も
な
い
。
ど
う
応
え
た
ら

い
い
か
思
い
あ
ぐ
ね
て
、
咄
嗟
に

こ
う
答
え
た
。「
仏
教
界
に
は『
住

職
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

住
む
の
が
職
業
と
書
き
ま
す
。
過

疎
地
の
末
寺
に
家
族
と
共
に
住
み

込
ん
で
、
受
洗
者
を
何
人
出
し
た

か
、
礼
拝
出
席
者
が
何
人
増
え
た

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
町
に
仏
灯
を
と
も

し
続
け
ま
す
。
先
生
た
ち
も
、
御

苦
労
で
す
が
是
非
そ
う
し
て
く
だ

さ
い
。
信
徒
を
増
や
す
の
は
、
人

口
が
増
え
て
い
る
都
市
部
の
教
会

の
責
任
で
す
。」

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
咄
嗟
に
思
い

つ
い
た
言
い
逃
れ
に
近
い
返
答
で

あ
る
。
し
か
し
現
在
の
過
疎
地
の

教
会
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
は
、

私
た
ち
の
予
想
を
超
え
て
厳
し
い

よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
地
方
の
教

会･

伝
道
所
で
頑
張
っ
て
い
る
若

い
牧
師
た
ち
を
な
ん
と
か
し
て
励

ま
し
た
い
と
切
に
思
っ
た
。

と
同
時
に
、
Ｌ
・
ボ
フ
と
い
う

カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
学
者
の
次
の
言

葉
も
心
を
よ
ぎ
っ
た
。

「
生
態
系
と
環
境
の
破
壊
の
脅

威
こ
そ
、
私
た
ち
の
時
代
の
最
も

重
要
な
宗
教
的
で
霊
的
な
課
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
基
本
的
な
問

題
は
、
も
は
や
何
か
特
定
の
宗
教

的
伝
統
の
将
来
の
問
題
で
は
な

い
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
宗
教
が
、

未
だ
に
自
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
拡
大

に
固
執
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

か
。」（『
解
放
の
道
』）

�

（
日
本
基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師
）

私
は
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ「
教

団
の
宣
教
論
の
推
移
と
そ
の
課

題
」
に
つ
い
て
講
演
し
、「
世
に

仕
え
る
教
会
」
と
し
て
の
使
命
に

新
し
い
希
望
を
見
出
し
て
い
か
ね

ば
ら
な
い
こ
と
を
力
説
し
た
が
、

ど
れ
だ
け
彼
ら
の
力
に
な
り
得
た

だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
、
10
年
以
上
以
前
、
や

は
り
あ
る
過
疎
の
地
区
の
教
会
を

訪
ね
た
時
の
こ
と
を
想
い
出
し

た
。
そ
の
時
も
、講
演
が
終
わ
り
、

ホ
ッ
と
し
て
温
泉
に
入
っ
て
い
る

と
、
そ
の
地
区
で
働
く
何
人
も
の

年
配
の
牧
師
た
ち
に
囲
ま
れ
た
。

薄
暗
い
露
天
風
呂
の
中
で
、
こ
ち

ら
も
相
手
も
皆
裸
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
う
聞
か
れ
た
の
だ
。「
私
た

ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
地
区
に
来
て
10
年
に

な
る
が
、
教
会
員
は
半
分
に
減
っ

地
方
の
教
会
を
訪
ね
て　
現
在
の
教
会
の
課
題

��

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長 　

�

戒
能　

信
生　
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ガ
ン
設
置
、
１
９
４
１
年
日
本
基

督
教
団
創
立
（
そ
れ
は
個
々
の
教

会
の
合
同
で
は
な
く
教
派
の
合
同

で
あ
っ
た
）
に
伴
い
二
葉
独
立
教

会
は
単
立
教
会
で
あ
る
た
め
全
国

の
単
立
教
会
と
同
盟
を
組
織
し
一

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
教
団
に
参
加
、

戦
後
１
９
４
７
年
桜
山
教
会
と
合

併
し
「
東
中
野
教
会
」
を
設
立
、

１
９
５
４
年
『
礼
拝
と
音
楽
』
創

刊
、
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
学
校
が
東

中
野
教
会
に
移
転
、
１
９
６
６
年

新
会
堂
献
堂
（
六
角
形
と
正
三
角

形
モ
チ
ー
フ
の
デ
ザ
イ
ン
建
築
）、

等
。聖

イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
で
は
、
ツ

ア
ー
参
加
者
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
教
会
内
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し

た
。
主
聖
堂
は
じ
め
３
聖
堂
が
あ

り
、
戦
後
建
て
た
鐘
楼
に
は
３
つ

の
鐘
が
。
会
員
数
３
千
人
、
常
時

出
席
２
千
人
と
の
こ
と
。
主
聖
堂

床
下
に
納
骨
堂
が
あ
り
ま
す
。

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

�

佐
藤
恵
理
子　

10
月
24
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
、

頭
書
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。「
大

正
・
昭
和
期
に
創
立
さ
れ
た
教
会

を
訪
ね
る
」
と
の
趣
旨
で
、
戒
能

信
生
牧
師
の
引
率
の
下
20
名
ほ
ど

の
参
加
で
あ
っ
た
。

午
前
中
は
、
東
中
野
教
会
で
、

今
年
４
月
よ
り
赴
任
さ
れ
た
浦
上

充
牧
師
よ
り
、
お
話
を
伺
っ
た
。

讃
美
歌
作
者
・
訳
詞
者
と
し
て

有
名
な
由
木
康
牧
師
が
、
戦
前
の

教
会
初
期
か
ら
牧
会
に
あ
た
ら
れ

た
。
現
会
堂
の
建
築
は
１
９
６
６

年
で
、
コ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
ス
タ

イ
ル
（
説
教
卓
と
聖
書
卓
を
左
右

に
分
け
、中
央
に
聖
餐
卓
を
置
く
）

の
採
用
は
、
当
時
の
最
新
の
礼
拝

学
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
由

木
牧
師
の
礼
拝
学
へ
の
見
識
の
深

さ
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
由
木
牧
師
手
書
き
の
戦

時
中
の
週
報
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
後
か
ら
、
西

暦
か
ら
皇
紀
に
年
号
表
記
が
変

わ
っ
た
。
礼
拝
は
国
民
儀
礼
（
皇

居
へ
の
黙
礼
）
に
始
ま
り
、
式
順

の
中
に
懺
悔
（
実
際
は
黙
祷
と
の

こ
と
）
の
項
目
が
あ
る
。
敗
戦
時

に
戦
時
下
の
資
料
が
焼
か
れ
た
こ

と
も
多
か
っ
た
な
か
、
戦
時
中
の

週
報
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
由
木
牧

師
の
心
中
を
思
う
。

午
後
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
を
訪
問
し
た
。

主
聖
堂
、
２
つ
の
小
聖
堂
、
ク
リ

プ
タ
（
地
下
聖
堂
・
納
骨
堂
）
を
、

案
内
係
の
信
徒
の
方
に
先
導
さ
れ

見
学
し
た
。
日
曜
日
だ
け
で
６
回

の
ミ
サ
（
礼
拝
）
が
あ
り
（
外
国

語
礼
拝
を
含
む
）、
１
回
の
ミ
サ

に
３
千
～
５
千
人
の
出
席
者
が

あ
り
、
聖
餅
の
消
費
量
は
１
カ
月

４
万
５
千
枚
と
の
こ
と
。

見
学
に
引
き
続
き
、
李
神
父
よ

り
お
話
を
伺
っ
た
。
聖
イ
グ
ナ
チ

オ
教
会
で
は
、
７
か
国
語
で
礼
拝

が
守
ら
れ
て
お
り
、南
米
系
の
方
、

ベ
ト
ナ
ム
人
の
方
の
出
席
が
増
え

て
い
る
。

李
神
父
ご
自
身
も
韓
国
で
神
父

に
な
ら
れ
た
が
、
日
本
の
教
会
の

神
父
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
資
格
が
人
種

を
問
わ
な
い
こ
と
を
引
い
て
、
そ

の
人
個
人
と
し
て
教
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
大
切
さ
を
語
ら
れ
た
の

が
印
象
深
か
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
最

後
で
、
世
界
に
目
を
向
け
よ
、
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
気

が
し
た
。

新
教
、
旧
教
の
２
教
会
を
訪
問�

�

萩
野　
　

瑞　

先
頃
（
10
／
24
）、
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
・
東
中
野
教
会
及
び
カ

ト
リ
ッ
ク
麹
町
・
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

教
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
訪

問
ツ
ア
ー
は
、
Ｎ
Ｃ
Ａ
連
続
講
座

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」

（
講
師
、
戒
能
信
生
牧
師
）
の
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
第
３
回
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ア
ー

参
加
者
21
名
。
当
日
午
前
に
東
中

野
教
会
を
、
午
後
に
聖
イ
グ
ナ
チ

オ
教
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

東
中
野
教
会
で
は
、
浦
上
充
牧

師
か
ら
詳
し
い
説
明
を
伺
い
ま

し
た
。
同
教
会
は
１
９
１
０
年

創
立
、
１
１
０
年
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
生
い
立
ち
は
二
葉
保
育

園
（
野
口
幽
香
創
立
、
日
本
最
初

の
保
育
園
）
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
当
初
の
教
会
名
は
「
二
葉
独

立
教
会
」
で
し
た
。
１
９
２
１
年

に
由
木
康
牧
師
が
同
教
会
に
招
か

れ
宣
教
・
牧
会
を
開
始
。
以
後
の

同
教
会
の
歩
み
は
極
め
て
多
彩

で
、
主
な
事
項
を
以
下
に
記
し
ま

す
。
１
９
２
３
年
関
東
大
震
災
後

の
対
応
、
１
９
２
８
年
会
堂
献

堂
、
１
９
３
４
～
１
９
３
８
年
隣

接
地
購
入
し
会
館
建
設
、
大
オ
ル

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
９
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅰ

 

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」Ⅲ（
昭
和
篇
）

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
③

「
大
正
・
昭
和
期
に
創
立
さ
れ
た
教
会
を
訪
ね
る　
　
　

―
東
中
野
教
会･
カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
」

２
０
１
９
年
１
０
月
２
４
日（
木
）

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
：
戒
能　

信
生
さ
ん
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そ
が
、
国
際
法
上
、
歴
史
的
に
も

最
も
制
約
を
受
け
て
お
り
、
一
度

誤
っ
て
自
衛
の
た
め
で
あ
れ
「
交

戦
国
」
と
な
れ
ば
、
国
際
人
道
法

上
の
戦
争
犯
罪
国
・
犯
罪
人
に
問

わ
れ
か
ね
な
い
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
派
遣
さ
れ
た

自
衛
隊
員
が
誤
っ
て
民
間
人
を
殺

傷
し
た
場
合
、
自
衛
隊
員
を
守
る

（
裁
く
）
法
律
が
そ
も
そ
も
日
本

に
な
い
こ
と
（
法
の
欠
缺
）
が
指

摘
さ
れ
た
。
米
国
が
安
全
保
障
の

戦
略
を
練
り
、
日
本
は
米
国
に
従

属
す
る
か
の
よ
う
に
あ
て
が
わ
れ

た
戦
略
の
中
で
、
戦
術
の
み
を
展

開
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、対
中
国
、

対
北
朝
鮮
問
題
に
お
い
て
も
、
ア

レ
ル
ギ
ー
を
示
す
こ
と
な
く
憲
法

九
条
や
核
に
つ
い
て
議
論
し
、
現

実
に
目
を
見
開
い
て
、
日
本
自
ら

が
、
世
界
と
日
本
の
平
和
と
安
全

保
障
の
戦
略
を
練
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。

認
め
て
譲
歩
し
た
事
例
は
示
唆
的

だ
っ
た
。
現
在
、
ド
イ
ツ
の
高
校

１
年
生
は
両
国
共
通
の
歴
史
教
科

書
を
１
年
か
け
て
学
ん
で
い
る
。

過
ち
を
認
め
る
強
さ
を
持
ち
、
ひ

と
り
よ
が
り
で
な
い
対
話
的
、
多

面
的
な
歴
史
観
を
育
て
る
大
切
さ

を
再
認
識
し
た
。

「
平
和
を
考
え
る
」
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
と
は
縁
遠

い
と
も
思
わ
れ
て
い
る
、
政
治
的

社
会
的
平
和
思
想
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
今
回
は
、
国
内
外
に
お
い

て
、
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

伊
勢
崎
賢
治
先
生
を
お
招
き
し
、

日
米
安
保
条
約
と
地
位
協
定
、
憲

法
九
条
と
自
衛
隊
問
題
を
採
り
上

げ
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。
何
と
二

時
間
半
に
亘
り
、
時
間
を
忘
れ
講

義
に
聴
き
入
っ
た
。

日
本
人
の
「
生
存
権
」（
個
人

の
基
本
的
人
権
）
と
「
自
衛
権
」

（
国
家
に
固
有
の
権
能
）
と
は
異

な
る
こ
と
。「
自
衛
の
戦
争
」
こ

義
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
く
れ

た
。
言
語
権
と
は
、
母
語
を
使
用

す
る
権
利
と
公
用
語
を
学
習
す
る

権
利
の
こ
と
で
あ
る
。
多
言
語
教

育
は
、ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
を
防
ぎ
、

個
々
の
能
力
を
伸
ば
す
。
効
率
的

だ
と
講
師
は
述
べ
た
。
ま
た
、
国

土
の
１
／
４
を
失
い
２
割
以
上
が

〝
難
民
〟
を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
は
、

加
害
者
で
あ
り
被
害
者
で
も
あ
っ

た
の
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
司
教
団

が
「
私
た
ち
は
赦
し
ま
す
。
そ
し

て
赦
し
を
請
い
ま
す
」
と
先
に
一

歩
を
踏
み
出
し
、
ド
イ
ツ
も
罪
を

英
語
を
使
っ
て
話
せ
る
人
は
世

界
の
３
割
以
下
な
の
に
、
日
本
で

は
英
語
一
極
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

圏
の
拡
大
と
い
う
恩
恵
を
も
た
ら

す
反
面
、
情
報
の
偏
り
を
も
た
ら

す
。
世
界
人
権
宣
言
で
も
、
言
語

に
よ
る
差
別
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
全
員
に
膨
大
な
英
語

学
習
を
課
し
て
い
る
が
、
一
定
以

上
は
通
訳
に
求
め
れ
ば
よ
い
と
講

師
は
言
う
。
一
方
で
、
少
数
言
語

へ
の
軽
視
か
ら
２
週
間
に
１
言
語

が
失
わ
れ
る
と
い
う
中
、
そ
れ
は

人
類
の
知
恵
や
社
会
関
係
の
喪
失

を
意
味
す
る
こ
と
、
先
住
民
族
の

言
語
復
興
は
尊
厳
の
回
復
に
つ
な

が
る
こ
と
を
示
し
て
、
多
言
語
主

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
９
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
社
会
」
第
３
回

〈
平
和
を
考
え
る
３
〉

 

「
日
米
地
位
協
定
と
九
条
、
そ
し
て
自
衛
隊
」

�
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
教
授　

伊
勢
﨑 

賢
治
さ
ん

２
０
１
９
年
８
月
３
１
日（
土
）

 

●
２
０
１
９
年
度 

「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
３
回

 

「
多
様
性
が
生
き
る
社
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
人
権
と
し
て
の
言
語
か
ら
考
え
る
～
」

�

上
智
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
教

授
、同
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
研
究
科
国
際
関
係
論
専
攻
主
任

　

木
村 

護
郞
ク
リ
ス
ト
フ
さ
ん

�

２
０
１
９
年
９
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）

教
授
の
基
調
講
演
、
国
内
外
の
教

会
協
議
会
の
報
告
、
２
日
目
は
４

名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
現
場
か
ら

の
声
を
聴
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続

き
、総
会
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

共
同
声
明
文
が
採
択
さ
れ
た
。

「
日
本
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
運
動
の
課
題
と
展
望
～
現
場

か
ら
の
問
い
か
け�

～
」
を
主
題

に
、
韓
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
含
め

50
名
近
く
が
参
加
し
た
。初
日
は
、

深
田�
未
来
生
同
志
社
大
学
名
誉

 

●
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
３
回
協
議
会
」

主
催
：
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ

－

ｎ
ｅ
ｔ
）

２
０
１
９
年
８
月
２
０
日（
火
）～
２
１
日（
水
）
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◆関東活動センター
■2019 年度聖書を読む講座Ⅰ
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第２期）（全10回）
講　師：�山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：�⑧12月10日、⑨2020年1月
14日　火曜18：30～20：00

会　場：�早稲田奉仕園スコットホー
ル 222

参加費：�1,200 円／学生 500 円
共　催：�早稲田奉仕園
■2019 年度聖書を読む講座Ⅱ
「上林順一郎牧師と一緒に聖書を読もう
―この時代の中で、聖書からのメッ
セージを読み解く―」
第 1期「イエスの教えと生きざま
～福音書から」
講　師：�上林�順一郎さん
日　時：�③11月27日、④2020年1月29日

水曜　14：00～16：00（全5回）
会　場：�早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費：�1,000 円／学生 500 円
共　催：�早稲田奉仕園
■2019 年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅲ（昭
和篇全 7回）
第 7回「隅谷三喜男の生涯とその
人格的信仰」
講　師：�戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
日　時：�12月12日（木）14：00～16：00
会　場：�早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費：�1 回 500 円

■2019 年度 研究会
「さらに豊かな礼拝のために～言葉
を届けるトレーニング」（全 10回）
講　師：�友野�富美子さん（日本キ

リスト教団吉祥寺教会担任
教師）

日　時：�⑦12月17日、⑧2020年1月21日
� � 火曜　18：00～20：00
会　場：�日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費：�1 回 1,200 円
■2019 年度関東フォーラム今日的課題Ⅱ
「ジャーナリストがその本音を語る」
第 2回「佐々木宏人さんに聞く
著書『封印された殉教』について」
講　師：�佐々木�宏人さん
日　時：�11月29日（金）18：30～20：30
会　場：�カフェスナック�ViA（東京

都新宿区早稲田 2-3-21）
参加費：�1,500円（ワンドリンク付き）
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時：�12 月 8日、1月休会
� � 日曜　9：00～15：00�受付
於：関西セミナーハウス
年会費：�4,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2019年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
座　長：�榎本�栄次さん（日本基督
教団牧師）
日　時：�⑧12月2日（火）13：30～16：30
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�1,500円　学生500円

■2019 年度開発教育セミナー
第 5回「在日コリアンの歴史から
学び、未来を考える」
＜フィールドワーク�八瀬・岩倉エリア＞
講　師：�水野�直樹さん（元京都大

学教授・同志社大学非常勤
講師）

日　時：�11月30日（土）12：50～12
月1日（日）12：00

集　合：�叡電「出町柳」駅改札前
第６回「" その日暮らし " の経済か
ら考える私たちの社会～香港の地下
経済と日本の未来～」
講　師：�小川�さやかさん（立命館

大学大学院先端総合学術研
究科教授）

日　時：�12月14日（土）16：00～15
日（日）12：00

宿泊・会場：関西セミナーハウス
参加費：�10,500 円（1 泊 2 食込）、

京都市宿泊税 200 円別
■2018年度修学院フォーラム「社会」
第４回〈エネルギーを考える第８回〉
「核に依存しない世界へ向けて」
講　師：�近藤�恵さん（（合）AgroKraft

代表社員、環境エネルギー
政策研究所福島事務所長）

� � 牛山�泉さん（足利大学理
事長、大学院特任教授）

日　時：�2020年1月12日（日）16：00
～13日（月祝）16：00

会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�14,000円�学生5,000円（1

泊3食込）、宿泊税200円別

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

2019年10月1日～10月31日（順不同・敬称略)
◆関東活動センター
賛助会費
大鹿　康廣� 3,000�
松岡　俊彦� 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
伊藤　博子� 4,000
林　律� 5,000�
坂口　みどり� 3,000
池内　友子� 2,000

神学生プログラム寄付金
川北　かおり� 10,000�
松原　千里� 2,000�
横野　朝彦� 10,000�
斉藤　洋子� 4,000�
大橋　祐治� 3,000�
久保田　愛策� 5,000�
宮本　旻祐� 5,000�
小久保　正� 10,000�
並木　浩一� 10,000�
島田　恒� 10,000�
河原田　美哉子� 5,000�
竹中　百合子� 5,000�
斉藤　洋子� 3,000�
只野　哲� 5,000�
神保　正男� 10,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
牛尾　宣夫� 10,000
武藤　髙司� 30,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
島田　宗洋� 5,000
八杉　恵� 5,000
岡安　茂祐� 5,000
荒井　加代子� 30,000
村上　みか� 10,000
金山　顕子� 5,000
奈倉　道隆� 3,000
西川　淑子� 5,000
柳原　清美� 5,000

寄付金
山﨑　和明� 3,040
シュペネマン・クラウス� 100,000
日本基督教団西が丘教会� 11,100
村上　みか� 20,000
田中　義信� 3,000
比嘉　美智子� 3,650
日本基督教団室町教会� 5,000

	 以上感謝をもってご報告申し上げます。
	（もみじまつり寄付金は次号掲載します）

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告


